









桜の下で春を満喫



　厳しい寒さが続いたこの冬もようやく過ぎ、多くの方が桜の開花を心待ちにしていることでしょう。

　ここ湘南平も毎年多くの市民が訪れ、お花見を楽しみます。

　今号では市内にある桜の名所を一足早く紹介します。






[image: 平塚で楽しむ桜]


[image: 平塚で楽しむ桜]

　市内には、湘南平や総合公園のような定番スポットから近所の公園まで、数多くの桜があります。海に近く温暖な平塚では、間もなくソメイヨシノが一斉に咲き出します。

　自分のお気に入りの桜を探しに、出掛けてみませんか。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107



[image: 桜の名所をご案内]




[image: 動画を見る]



[image: ]①総合公園

　一度に多くの桜を楽しめます。園内には258本、中央の「桜の広場」には160本の桜があります。広場にはソメイヨシノはもちろん、小さい薄紅色の花が咲くエドヒガンザクラや、白く大きな花を咲かせるオオシマザクラなど多くの桜を鑑賞することができます。

　さらに日本庭園では、日本情緒あふれる雰囲気で、シダレザクラを楽しめます。また、Shonan BMWスタジアム平塚の西側には、元ベルマーレの中田英寿さんらが植えたカワヅザクラもあります。

【アクセス】「総合公園」バス停から徒歩すぐ。




[image: 総合公園シダレザクラ]



総合公園・日本庭園のシダレザクラ




[image: ]②花水川周辺

　サイクリングコースが整備されているので、徒歩はもちろん、自転車に乗りながらでも楽しめます。金目川下流の通称・花水川の岸辺にはソメイヨシノが植えられ、数百本の桜並木が続いています。

【アクセス】「高根」バス停から徒歩3分。




[image: 花水川周辺桜並木]



花水川沿いに桜のトンネルが続きます





[image: ]③湘南平

　市内外で最も知られている桜の名所です。ソメイヨシノをはじめ、オオシマザクラなど、約2000本の桜があります。開花する3～4月には例年、市外からも多くの方が訪れます（表紙写真）。

　昭和35年の開園以降、多くの方がお花見を楽しんでいます。しかし、樹齢50年を越え花のピークを過ぎた桜も多くあります。そのため市では、毎年少しずつ桜を植えて、景観を守っています。

　また、東日本大震災後には、多くの平塚市民が宮城県女川（おながわ）町を訪れ、津波で流された桜を植え直すボランティアなどをしました。この活動の証しとして、女川町の団体から、同町に多く植えられているタイリョウザクラの苗木を市民の方が譲り受け、昨年11月に湘南平に植樹しました。若い木なので、花を楽しむには、もう少し時間がかかりそうです。

【アクセス】「湘南平」バス停から徒歩すぐ。





[image: ]④金目・光明寺周辺

　平塚八景の一つ、金目観音で知られる光明寺（南金目897）周辺の金目川の堤防沿いに、ソメイヨシノが植えられています。また、オオシマザクラやウワミズザクラなどもあります。「関東の富士見百景」に選ばれた、素晴らしい富士山の眺望と桜を楽しめます。

　4月7日（日）午前10時～午後2時に、金目小学校西側の金目ふれあい広場で「金目桜まつり」を開きます。フリーマーケットなどもあります。

　また、ヨークマート北金目店の南側には塚越古墳公園があります。古墳の頂上には3本のソメイヨシノがあり、地元では”古墳桜“と親しまれています（次写真）。

【アクセス】「金目駅」バス停から徒歩1分。塚越古墳は同バス停から徒歩13分。




[image: 塚越古墳公園ソメイヨシノ]



塚越古墳公園（北金目1610番1）に咲くソメイヨシノ。公園のシンボル的な存在







[image: ]⑤渋田川

　約500本のソメイヨシノが一斉に咲く様子は、市内屈指の眺めです。

　4月3日（水）～7日（日）の午後6時～9時には、桜のライトアップをします。

　また、「渋田川桜まつり（次写真）」を7日（日）午前10時～午後3時に、鷹匠（たかじょう）橋上流の両岸400メートルで開催します。和太鼓や吹奏楽の演奏のほか、模擬店・フリーマーケットなどもあります。

【アクセス】「湘南車検場」バス停から徒歩5分。




[image: 渋田川周辺桜並木]



花水川沿いに桜のトンネルが続きます




花水川の桜と自然



　「レジャーシートを敷くよりも、歩きながら鑑賞するのが一番。ゆっくりと、桜や野鳥のさえずりを楽しんでください」。高麗山や花水川を中心に野鳥などを観察している高麗山花水川探鳥会、通称「こまたん」の山田文則さん（次写真左）と片倉暹（あきら）さん（次写真右）。

定期的に探鳥会などを開いて、普段から花水川の自然と向かい合っています。

　片倉さんによると「晴れた日には花水川沿いを歩きながら、大山などの丹沢山系、富士山と一緒に満開の桜を楽しめます」とのこと。

　山田さんは「高麗大橋の近くは、ソメイヨシノが多く、サイクリングコースの頭上を覆う桜のトンネルがとてもきれいです」とほほ笑みます。

[image: 山田文則さん、片倉暹さん写真]




桜でつなぐ市民の思い


　「毎年1カ所ずつでも、行ったことのない平塚の桜の名所に足を運んで、新しい発見をしてほしい」と笑顔で語る北浦明三（めいぞう）さん（次写真左）。3年前から平塚市観光協会で市民観光サポーターを務めています。

　市民観光サポーターは、現在約40人。地場産業や花などをテーマにグループを作り、活動しています。

[image: 市民観光サポーター]




別格の花見スポット

　北浦さんによると、湘南平と総合公園は別格の花見スポットとのこと。

　「湘南平は見晴らしが良くて相模湾も望めます。市外からも多くの方が訪れます」と話します。

　一方、総合公園については「ソメイヨシノをはじめ、シダレザクラやカワヅザクラなど桜の種類が多く、アクセスも良いので、お弁当を持った家族連れに最適です。土日は混むので平日がいいのでは」と薦めます。





桜を育てる思い

　「桜に対しては、それぞれの方が自分なりの思いを強く抱いています。人生の節目を迎える時に花が開くからでしょう」と北浦さん。金目川や渋田川は地元の方が活躍していて、きれいに整備されているとのこと。「皆さんの熱い思いに触れることができます」と語ります。





観光客を呼ぶ

　北浦さんは観光サポーターのツアーグループのリーダーで、5人のメンバーと活動しています。塚越古墳公園（北金目）や愛宕（あたご）山公園（土屋・次写真）などにある桜に注目し、市民プラザで開催した観光フェスティバルで写真や地図を使って紹介しました。

　「旅行会社に勤めていた経験を生かし、桜を紹介して観光客を増やす取り組みを今後も続けていきたい」と意気込んでいました。



[image: 愛宕山公園の桜]



愛宕山公園（土屋3960-3）の桜




桜で語る金目の魅力


観光客を呼ぶ

　金目川にはソメイヨシノのほか、エドヒガンザクラやコヒガンザクラなどの品種も楽しめるそうです。その中でもウワミズザクラは、白くブラシのような形をした特徴的な花を4月下旬に咲かせます（次下写真）。

　金目エコミュージアムで仲間と共にガイドボランティアをしている池田弘さん（次写真）は「満開のピークが違う、さまざまな品種の桜が咲くので、1ヵ月以上も桜の花を楽しめます」と金目川の魅力を語ります。



[image: 池田弘さん写真]





[image: ウワミズザクラ]



吾妻橋の約400メートル上流右岸にあるウワミズザクラ。花が咲くと白色の花を咲かせます（前下写真、金目エコミュージアム提供）




ルールを守って楽しいお花見を


　みんなが気持ちよく楽しめるよう、お互いがルールを守りましょう。近くに民家がある場所では、特に気を付けてください。

・ごみは必ず持ち帰ってください。

・桜の木をはじめ、樹木の枝を折るなど傷つけないでください。

・火気は使わないでください。

・お酒を飲んで大きな声を出すなど、他人に迷惑を掛けないでください。

・湘南平や総合公園は、お花見で駐車場が大変混雑します。また、今回紹介した中には駐車場がない場所もあります。お出掛けの際は、公共の交通機関を利用してください。

[image: 桜]




お花見の情報を提供中


　マップや市ウェブで、お花見の情報をお知らせしています。お出掛けの前に、ぜひご覧ください。




マップで名所を紹介

　市内の桜の名所を紹介した「ひらつか桜マップ」は、市ウェブからダウンロードできます。このマップには①市内で唯一の明治時代の洋館、旧横浜ゴム平塚製造所記念館と桜の対比が美しい八幡山公園②約250本の桜があり、標高115メートルからの眺望も楽しめる愛宕山公園などを掲載。平塚の代表的な景色・景観を集めた「平塚八景」なども紹介されています。

　また、桜の名所などを掲載している湘南ひらつか観光マップは、市観光協会（松風町2-10平塚商工会議所1階）のほか、駅前窓口センターや各公民館などで配っています。

[image: ひらつか桜マップ]




開花状況をウェブで発信

　湘南平と総合公園の開花状況を、市ウェブで公開しています。内容は3月下旬から、随時更新します。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107・総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233






[image: まちの話題写真リポート]



絆づくりの第一歩

　各地区公民館で2月中旬から3月上旬にかけて、公民館まつりが開かれました。

　2月24日の四之宮公民館では、各種団体の模擬店や公民館を拠点に活動するサークルの展示のほか、子どもたちにはビンゴゲーム大会も。たくさんの来場者が、会場のあちこちで世間話に花を咲かせていました。

[image: 公民館まつり]





5月に会おうね

　金目親水公園で2月11日、親水公園ホタル保存会のメンバーが育てたゲンジボタルの幼虫約1,800匹が放流されました。今年で12年目です。井戸水を使っているため冬の水温が高く、例年5月初旬に飛び始めます。

[image: 蛍の幼虫放流]




多くの人に見てほしい

　美術館での特集展がきっかけとなり、洋画家・河野通勢（みちせい）（1895～1950年）の作品153点と鉛筆画の木下晋（すすむ）さんの作品3点が、寄贈されました。2月19日、感謝状の贈呈式が行われ、河野通勢の三男・恒人さん（次写真右から2人目）と木下さん（同3人目）に、落合克宏市長らが感謝の言葉を伝えました。

[image: 美術品寄贈]




選手と触れ合い

　シーズン開幕前の恒例イベント「ベルマーレワンダーランド」が2月24日、平塚駅前中心商店街で開催されました。

　J1に挑戦する湘南ベルマーレの選手にエールを送ろうと、多くの市民が会場に詰め掛けました。サインや写真撮影のために、選手の前には長蛇の列ができていました。

[image: ベルマーレワンダーランド]




花巻市を感じる

　市民プラザで「友好都市花巻の物産と観光展」が2月21日～24日に開かれ、お菓子や漬物などの名産品、雑穀やリンゴなどの農産物が販売されました。

　東中原の寺山睦子さんは「東北出身なので、南部せんべいなど懐かしいものがいっぱい。次回も買いに来ます」と喜んでいました。

[image: 友好都市花巻の物産と観光展]





チョコっと気を付けて

　バレンタインの2月14日、平塚駅北口で自転車の事故と盗難防止キャンペーンが行われました。

　啓発チラシと一緒に、不二家から提供されたハート形チョコレート1,000個を、神奈中観光のバスガイドらが配りました。

[image: 自転車事故と盗難防止キャンペーン]





継続する力

　河内川（こうちがわ）あじさいの会が地域再生大賞の優秀賞を受賞し、2月20日、落合克宏市長へ報告に訪れました。この賞は地域の活性化に取り組む、全国から推薦された50団体の中から選考されています。

　同会は20年ほど前から、河内川のごみ問題やあじさいの植樹などに取り組んでいます。10年前からは河内川への通年取水が始まり、水質も改善。最近では、アユやカワセミの姿も見掛けられるようになりました。

　石井豊会長は「受賞は地道に活動を続けてきた先輩たちのおかげ。子どもたちが、もっと外で遊べるような環境をつくっていきたい」と話していました。

　平成17年度から毎年開催している「あじさいまつり」は、今年も6月に開く予定です。

[image: 河内川あじさいの会]







市長こらむ


新庁舎の基礎工事進む



　市役所新庁舎の建設現場では、地中障害物などの除去が昨年末までに終わり、年明けから本格的な基礎工事に入っています。その現場を視察しました。

　写真は建物の免震装置を支える基礎の工事現場です。地上から5メートル掘った所に、直径2.5センチメートルの鉄筋を10センチメートル間隔で張り巡らし、コンクリートを打ち込んで厚さ180センチメートルの基礎を作っています。鉄筋の重さは全部で約1500トンにもなるそうです。

　この基礎と建物の間に、免震装置77基を設置し、建物を支えます。最も多いタイプの免震装置は、中心に鉛が入ったゴムなどを積み重ねて上下を鉄板で挟んだ円柱型で、直径が120センチメートル、高さが58センチメートルあります。新庁舎は災害時に安心・安全な生活を守るための防災拠点となります。華美な庁舎を作る計画はありませんが、基礎が堅固であることはしっかりと確認できました。

　建設中の1期工事部分は地上8階地下2階建てで、来年5月に完成する予定です。引っ越し後に現庁舎を解体し、2期工事を始めます。全体が完成するのは、平成28年度の予定です。

　新庁舎では、分散している市役所機能を集約し、関連する窓口を同じ階に配置するなど、市役所を訪れる方の利便性を高めます。平塚税務署も2階と3階に入ります。

　また、庁舎南東の市役所前交差点も、交通渋滞の緩和とバリアフリー化のため、改良工事に着手します。この交差点にある歩道橋の上から新庁舎建設の様子が見渡せますが、歩道橋は平成26年1月に撤去工事を始める予定です。関心がおありの方はその前にご覧ください。

　引き続き、工事が安全・着実に進むよう、しっかりと進行管理してまいります。

[image: 市役所新庁舎視察]






平塚市長


[image: 落合克宏氏　氏名]







平塚の旬（終）


　シラスはイワシの小魚です。県内では3月11日に、漁が解禁となりシーズンが始まります。

問：農水産課　電話：0463-35-8103

[image: シラス]



3月納期の市税・手数料


　納付は口座振替が便利です。

①国民健康保険税（第10期）

②後期高齢者医療保険料（第9期）

③介護保険料（第10期）

④清掃し尿従量手数料（第12期）

⑤清掃し尿ごみ定額手数料（第4期）

納期最終日　4月1日（月）

問：①保険年金課　電話：0463-21-8775

　　②保険年金課　電話：0463-21-9768

　　③介護保険課　電話：0463-21-8790

　④⑤環境業務課　電話：0463-21-8796






湘南バンクへ行こう


　迫力あるレースを、肌で感じませんか。ガールズケイリンもあります。

市営（後節） FⅡ

3月29日（金）～31日（日）

問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935

[image: ウェンディ君]




がんばれ湘南ベルマーレ



前売り券

　自由席大人2,500円、小・中学生・高校生800円、シニア1,800円など。

　チケットは、梅屋・コンビニなどで販売します。


[image: 試合日程表]








4月1日（月）から、ごみの収集時間が変わります



収集作業を効率化するため、4月1日（月）から収集体制と収集ルートを変更します。変更に伴い、収集時間が変わる集積所があります。ごみは、収集日の午前7時～8時30分に指定の集積所に出してください。

問：環境業務課　電話：0463-21-8796






応募方法





■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、3月18日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]







お知らせ


3月下旬～4月上旬は土・日曜日を開庁します


　市役所本庁舎1階の窓口を開きます。転入・転出や転居と、それに関係する手続きができます。他の市町村に確認を取る必要がある手続きなどは、取り扱えない場合もあります。事前にお問い合わせの上、お越しください。3月30日～4月7日の土・日曜日、午前8時30分～正午と午後1時～5時。

取り扱い業務

◆住民異動届（転入・転出・転居など）、住民票の写しの交付、戸籍届（出生・死亡・婚姻など）、戸籍謄・抄本の交付、印鑑登録など。市民課（本庁舎1階①～③番窓口　電話：0463-21-8772）。

◆特別児童扶養手当、小児医療費助成、ひとり親家庭等医療費助成の手続きなど。こども家庭課（本庁舎1階⑰番窓口　電話：0463-21-9844）。

◆国民健康保険の加入･脱退手続き、国民健康保険税の納付など。保険年金課保険税担当（本庁舎1階⑬⑭番窓口　電話：0463-21-8775）。

◆高齢受給者証の手続きなど。保険年金課給付担当（本庁舎1階⑫番窓口　電話：0463-21-8776）。

◆後期高齢者医療制度の手続きなど。保険年金課後期高齢者医療担当（本庁舎1階⑪番窓口　電話：0463-21-9768）。

◆国民年金加入者の転居手続き。保険年金課国民年金担当（本庁舎1階⑩番窓口　電話：0463-21-8777）。

◆小・中学校の転入学手続きなど。学務課　電話：0463-35-8118。学務課は、特別開庁日に限り、本庁舎1階③-1番窓口付近に出張窓口を開設。特別開庁中のお問い合わせは市民課　電話：0463-21-8772へ。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754




市民活動ファンド報告会


　福祉や環境、防災など市内の市民活動団体を資金面で支援する市民活動ファンド。平成24年度に助成を受けた10団体が活動成果を報告します。

　4月20日（土）午後2時～4時。市民活動センター。

問：市民活動センター　電話：0463-21-7517




軽自動車・バイクなどの廃車手続き


　車両本体を処分しても、4月1日（月）までに廃車手続きが済んでいないと、平成25年度の軽自動車税が課税されます。業者などに依頼して車両を処分した方や盗難にあった方などは、廃車手続きが済んでいるか確認してください。

125cc以下の原動機付き自転車や小型特殊自動車

　市民税課（本庁舎1階⑧番窓口）。ナンバープレート・標識交付証明書・印・運転免許証や健康保険証など本人確認ができるもの。

二輪車（125ccを超えるもの）

　湘南自動車検査登録事務所（東豊田369-10　電話：050-5540-2038）。

三輪・四輪軽自動車

　軽自動車検査協会湘南支所（東豊田369-13　電話：0463-54-8825）。

問：市民税課　電話：0463-21-8766




固定資産評価額の縦覧


　固定資産税の納税者とその同一世帯の親族（運転免許証など本人確認ができるものを持参）または納税者の代理人（委任状または同意書と、代理人の本人確認ができるものを持参）に限ります。

　4月1日（月）～5月31日（金）。固定資産税課（本庁舎1階⑥番窓口）。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768



法務局の各種証明サービスが市役所で受けられます


　4月1日（月）から、平塚市役所西附属庁舎2階に横浜地方法務局証明サービスセンターの窓口を開設します。平日の午前9時～正午と午後1時～4時30分。

　取り扱う事務は、不動産登記や、商業・法人登記に関する登記事項証明書、会社・法人の印鑑証明、各種図面の証明書の交付などです。相談業務は行いません。

問：横浜地方法務局西湘二宮支局　電話：0463-70-1125



湘南ひらつかルネッサンスまつり


　各商店で、当日限りのお買い得品やサービス、大抽選会や模擬店などがあります。

　3月24日（日）午前10時30分～午後4時。平塚駅北口中心商店街。パトカー・白バイの展示（午後1時～3時）、獣電戦隊キョウリュウジャーショー（次写真・午前11時と午後2時）など。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107

[image: 獣電戦隊キョウリュウジャー]



より便利に羽田空港へ


　3月16日（土）から、東名秦野バスストップで羽田空港線の高速バスに乗車できます。片道1500円。

　また、高速バスを利用する方のために、秦野中井インターチェンジ横に無料駐車場を10台分設置しています。東名秦野バスストップ下り線の入り口にあるため便利です。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



広報紙が変わります


　『広報ひらつか』4月第1金曜日号から、紙面構成と連載コーナーをリニューアルします。ご期待ください。

問：広報・情報政策課　電話：0463-21-8761







4月1日（月）から市役所の組織を変更します


　今回の組織改正では、防災・教育・産業などの分野における体制を整えるとともに、組織を細分化することで業務の機動性や実効性を高めています。また、課名に業務内容を反映させるなど、市民の皆さんにとって分かりやすい組織にしました。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754

[image: 窓口イラスト]




◆新しくできる「課」

[image: 新しくできる「課」]




◆名称が変わる「部・課（室）」

[image: 名称が変わる「部・課（室）」]




◆統合する「部」

[image: 統合する「部」]





◆統合・再編・分割する「課（室）」

[image: 統合・再編・分割する「課（室）」]



◆廃止する「課」
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募集


市病院運営審議会の公募委員


　任期は6月1日～平成27年5月31日の2年間。2人（選考）。応募条件などの詳細は、病院総務課や市民病院ウェブなどにある募集要領でご確認ください。

募：郵送または直接、〒254-0065南原1-19-1市民病院内の病院総務課　電話：0463-32-0015にある申込書を4月8日（月）までに同課へ。



馬入水辺の楽校（がっこう）　エコアップ隊


　身近な自然と触れ合い、生き物でいっぱいの水辺作りに参加しませんか。生き物の観察や、環境改善活動、ネーチャーゲームなどもします。

　4月～平成26年3月の土・日曜日（月1～2回）。小学生以上（小学生は保護者同伴）。年会費3000円。

募：往復はがきで、代表者の必要事項・メールアドレスと参加者全員の氏名・年齢を3月27日（水）までにみどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。



市民飾りの掲出団体


　7月5日（金）～7日（日）に開く、市の一大イベント「湘南ひらつか七夕まつり」で、中心会場に飾る市民飾りを作ります。40組（抽選）。

募：郵送または直接、豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107や七夕まつりウェブにある申込書を4月19日（金）までに同課へ。




NPOのための会計講座


　昨年4月から、会計基準が大きく変わりました。新会計基準で、会計報告書を作る方法を学びます。

　3月22日（金）午後6時～8時。市民活動センター。40人（先着順）。

募：電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。




家庭教育講演会「子どもにとっての親の存在」


　戦場カメラマンとして活躍している渡部陽一さん（次写真）の講演です。命の大切さや家族の絆、親の子どもへの関わり方などについて、自らの体験を通して話します。メディアでも数多く登場する渡部さんの講演を聞いて、子育ての参考にしませんか。

　3月27日（水）午後6時30分～8時。中央公民館。市内在住・在勤・在学の方650人（要整理券）。3月15日（金）午前9時から、各地区の公民館で整理券を配ります。

募：中央公民館　電話：0463-34-2111

[image: 渡部陽一さん写真]




博物館サークルの会員


　各サークル活動の詳細は、博物館にお問い合わせいただくか、同館のウェブでご確認ください。抽選。

天体観察会

　さまざまな天体や天文現象を観察しながら、観測方法を学びます。土・日曜日の午後と夜間（月1～2回）。中学生以上の方10人。

星まつりを調べる会

　星の石碑や星まつりなど、天文と関係がある歴史民俗を調べます。土曜日の午後（月1回）。20人。

相模川の生い立ちを探る会

　相模湾岸の地形や地層を観察しながら、大地の生い立ちを学びます。土・日曜日の午前9時～午後5時（月1回）。20人。

民俗探訪会

　「相模湾の民俗」をテーマに三浦半島を探訪するほか、広く地域の民俗を学びます。毎月第3水曜日の午前10時～午後4時。10人。

地球科学入門講座

　「相模川流域の成り立ち」をテーマとした年6回の連続講座です。土・日曜日の午前10時～正午（隔月1回）。50人。石仏を調べる会

　地蔵や道祖神などの石造物を研究します。毎月第2・4木曜日の午前9時30分～午後3時30分。5人。

お囃子（はやし） 研究会

　祭りばやしを調べたり、太鼓の演奏をしたりします。土曜日の午後4時～6時30分（月1回）。15人。平塚の空襲と戦災を記録する会

　平塚空襲に関する資料の収集、聞き取り調査、資料集の作成などをします。土曜日の午後1時30分～4時30分（月1回）。1人。

古代生活実験室

　古代人の技術を学び、実践します。鹿角製釣り針の製作・使用実験と、火起こし道具の改良を中心に行います。第2木曜日の午前10時～午後3時（月1回）。10人。

古文書講読会

　博物館が所蔵する古文書を、グループで自主的に講読します。毎週金曜日の午前10時～午後3時。10人。

地域史研究ゼミ

　地域の古文書の共同研究を通して、地域史研究の方法を学びます。土曜日の午前10時～正午（月1回）。簡単な古文書が読める方5人。平塚の古代を学ぶ会

平塚の古代を学ぶ会

　国庁模型の制作を目指して、相模国府と古代の歴史を勉強します。原則、日曜日の午前10時～ 午後3時（月1回）。10人。

東国史跡踏査団

　市内外の地域を選んで、現在と明治時代の地図を比較しながら歩きます。遺跡の立地や環境を体感します。土曜日の午前10時～午後3時（月1回）。20人。

展示解説ボランティアの会

　当番制で、博物館の来館者に展示の解説をします。定例会は毎月第1・3木曜日の午前9時30分～正午。当番日は週1回、午前9時～午後4時。10人。

募：往復はがきで、サークル名・必要事項・年齢を3月29日（金）までに〒254-0041浅間町12-41博物館　電話：0463-33-5111へ。




小学生のかけっこ教室


　運動会前に受講して、ライバルたちに差を付けよう。

　4月21日（日）午前10時～正午。勤労会館。市内在住の小学生15人（先着順・新4年生以下は保護者同伴）。100円。

募：はがき・ファクスで、教室名・必要事項・参加者全員の氏名と性別・保護者氏名・4月からの学年を〒254-0047追分1-24市勤労者共済会　電話：0463-35-3399　FAX：35-1300へ。




ドッジビー教室


　ドッジボールのルールで、柔らかいフライングディスクを使うニュースポーツ「ドッジビー」で、一緒に遊びませんか。

　4月13日・20日の土曜日、全2回、午前10時～正午。青少年会館。小学校3～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。運動着・室内用運動靴・タオル・飲み物。

募：はがき・ファクス・メールまたは直接、教室名・必要事項・学年・参加経験の有無を、4月3日（水）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。




再生家具を提供します


　粗大ごみとして出された再利用可能な家具を修理し提供します。修理費程度の負担があります。品名や負担額などの詳細は、市のウェブでも確認できます。50個程度（抽選）1人1点。

募：4月1日（月）～8日（月）、午前9時～午後4時（8日は正午まで）に現物を確認の上、四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301にある申込書を直接、同プラザへ。




東海大学の教室


　①②は東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。③は同大学付属本田記念幼稚園（伊勢原市下糟屋111）。先着順。

①子どものためのピアノ教室

　前期Aは4月6日～6月8日の土曜日、全8回。前期Bは6月29日～9月14日の土曜日、全8回。いずれも午前9時～午後1時の間の30分で、8クラス。各2人。2万4000円。

②大人のためのピアノ教室

　4月27日～9月21日の土曜日、全10回、午前9時30分・10時30分・11時30分からの60分。各10人。2万5000円。

③親子でリトミック教室

　5月9日～8月3日の木・土曜日、全10回。

・リトミックコース

　午後2時～2時40分。15人。1万5000円。

・リトミック＆ピアノコース

　午後2時45分～3時40分。8人。2万2000円。

募：東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133へ。同大学のウェブからも応募できます。








友好都市 高山市民ツアー
「飛騨の味まつり」を堪能


飛騨の味覚が一同に会する味まつりと新緑の高山を巡ります。岐阜県高山市の商店街を会場に、飛騨牛の串焼きやイワナ・アマゴの塩焼き、みだらし団子などの味覚が勢ぞろい。地酒の試飲もできます。また、飛騨の特産品のほか、富山・魚津・氷見・越前の海産物なども店頭に並びます。約300メートルの商店街に約40店が出店します。

[image: 味まつり]




乗鞍岳（のりくらだけ）畳平に、そそり立つ雪の壁は必見です。また、飛騨高山まちの博物館や高山祭で街を練り歩く実物屋台を常設展示している高山祭屋台会館も見学します。

[image: 乗鞍岳、雪の壁]




　5月24日（金）～25日（土）の1泊2日。最少催行人数25人。4～5人1室利用で1人2万9,000円、3人1室・2人1室利用で1人3,000円追加。

1日目　平塚（午前7時出発）→乗鞍岳畳平→飛騨高山まちの博物館見学・歓迎式→高山市街（泊）

2日目　飛騨の味まつり（オープニングセレモニー・自由散策）→高山祭屋台会館→平塚（午後8時到着予定）

募：電話で、JTBコーポレートセールス　法人営業神奈川西支

店（観光庁長官登録旅行業第1767号・宝町3-1平塚MNビル6階）　電話：0463-23-5166（平日の月～金曜日、午前9時30分～午後5時30分）へ。










[image: 横浜DeNAベイスターズイースタン・リーグ公式戦]


　読売ジャイアンツ戦は3月27日（水）・28日（木）、午後1時開始。東京ヤクルトスワローズ戦は4月7日（日）午後1時開始。

　チケットは当日券のみ。試合開始2時間前から発売。大人1,000円、高校生・中学生500円、小学生以下300円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233











[image: 知っとこ！防災]


No.18　家庭でできる減災対策



　大きな地震が起きたとき、自宅で家具や大型家電、ピアノなどが転倒する危険はないですか？　家族そろって、再度、住まいの点検をしましょう。

　また、災害発生時に自らの身をどのように守るのか、家族で話し合うことも減災対策の一つです。個々の減災対策が、まちの減災につながります。

問：防災危機管理課　電話：0463-21-9734




※4月から「減災ノススメ」として連載します。











愛犬に愛情を　狂犬病予防注射



　生後91日以上の犬には、登録と狂犬病の予防注射が法律で義務付けられています。動物病院でも受けられます。通知はがき・愛犬手帳（未登録の場合は不要）。3,500円（初めての犬は6,500円）。

[image: 犬の予防接収予定表]




問：環境政策課　電話：0463-21-9762











[image: 元気発見！！！（終）]



　米村康信さんらは、金目まるごと博物館での活動を通して、金目地区に残された歴史遺産や自然環境などを生かしたまちづくりを目指しています。

　その取り組みの一つが、3月18日（月）～24日（日）に金目公民館（南金目966）で開く「秋山博資料展」です。明治43年（1910年）、私立中郡盲人学校を南金目に創設した秋山博。失明を乗り越え、生涯を盲人教育にかけました。また慈善事業の精神の下、厳しい財政状況にもかかわらず、無償で授業を行っていたそうです。米村さんは「平塚の福祉の礎を築いた人」と語ります。料展では、秋山博の情熱を感じられる資料や写真などを展示するほか、追分にある平塚盲学校に残る記録資料なども紹介します。「まるごと博物館のスタッフによるビデオ上映や解説などもありますよ」と米村さん。

　「この資料展が福祉に関心を持ってもらうきっかけになり、平塚の福祉の裾野がさらに広がればうれしいです」と優しく語ってくれました。

[image: 米村康信さん写真]











し尿・ペットの火葬　手数料を引き上げます



　し尿やペットの火葬に伴う処理費用を利用者に適正に負担していただくため、4月1日（月）から処理手数料を引き上げます。


し尿

[image: 料金表]




ペットの火葬

　申し込みにより市が収集する場合は、現在の6,000円が8,000円になります。直接、環境事業センター（大神3230）に持ち込む場合は5,000円のままです。

問：環境業務課　電話：0463-21-8796　　











健康と福祉


国民健康保険の手続きをお忘れなく


　国民健康保険の加入・脱退・各種変更は14日以内に手続きしてください。

　就職や扶養に入るなどの理由で、ほかの健康保険に加入された方は、国民健康保険証・勤務先の健康保険証・印を持って、保険年金課保険税担当（本庁舎1階⑬番窓口）にお越しください。

問：保険年金課　電話：0463-21-8775



高齢者福祉サービスを見直します


　3月末で、「入浴サービスデー」「理療券の交付」の2事業を終了します。福祉会館4館では、引き続き、1回100円の入浴サービスをご利用いただけます。

　4月からは、超高齢社会に対応して、介護予防や見守りの充実、成年後見制度などの権利擁護の体制強化を進めます。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



養育・育成医療の申請先が変わります


　4月1日（月）から、養育医療と育成医療の申請先が平塚保健福祉事務所から市に変わります。

①養育医療　出生体重が2000グラム以下の未熟児らに対する医療費の助成。

②育成医療　身体に障がいがある児童の障がいの軽減を図るための医療費の助成。

問：①はこども家庭課　電話：0463-21-9844②は障がい福祉課　電話：0463-21-8774へ




心身障がい者福祉手当の届け出は済みましたか


　4月は心身障がい者福祉手当の振り込み月です。受給者本人が転居・死亡・施設入所して受給資格が消滅したり、振込口座を変更したりする場合は、届け出が必要です。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



障がい福祉サービスの対象が拡大します


　難病者ら、症状の変動などで障がい者手帳の取得ができない方にも、4月1日（月）からサービスの対象が広がります。日常生活に支障があると認定された方は、ホームヘルプサービスや短期入所、日常生活用具の給付などが受けられます。

　対象は、難病指定の疾患がある方と関節リウマチの診断を受けた方です。介護保険の対象者は除きます。サービスの自己負担割合は1割で、所得に応じて減額されることもあります。
問：障がい